
第３－３号様式  

 

奈良県新規就農者確保事業補助金（海外農業研修事業）計画書（実績書）記載例 

 

 

１ 取組の実施方針 

 

２ 具体的な取組内容 

海外農業研修実施機関 研修内容 使用経費等 

公益財団法人国際農

業者交流協会 

※希望コース名と業種、研修期間を

記載 

アメリカコース（野菜） 

約１８か月 

※JAEC の農業研修生海外派

遣事業実施要領等を確認し 

研修参加申込金(30 万円)と

研修費の合計額を記載 

合計〇,〇〇〇,〇〇〇円 

〔海外農業研修の目的〕 

・海外農業研修へ行く目的を記載 

・将来的に農業に従事することの宣言  

  

〔海外農業研修の活用方針〕 

 ※就農する時期、場所、内容等を記載し、研修終了後の農業従事についての意思等を示す。 

下記の内容がわかるように、自由記載してください。ページが足りない場合は、追加し

てください。 

 

・就農を予定している時期 

（例：帰国後すぐ、帰国後１年以内、帰国後５年以内、未定） 

 

・帰国後の就農形態（親元就農、雇用就農、独立就農）について記載（住所や農業法人が

決まっていれば具体的に記載。未定であれば希望する就農形態を記載） 

（例：実家が営む柿農園(〇〇県△△市)で就農する予定） 

（例：帰国後は、雇用就農を希望しており、〇〇県の△△農園の面接を受けたいと思って

いる。） 

 

・現状の学歴・農業経験の程度 

（例：〇〇大学農学部△△コースの現在４年生。３年生の時に一年間週２回の圃場実習で

野菜の栽培から販売まで学んだ） 

（例：農業大学校の現在２年生。２年生の現地実習にて６か月間週３日間トマト栽培農家

で現地実習を行っている） 

 

・海外研修経験を活かした将来の営農計画について 

 栽培を希望する品目、農地の確保、販売方法、販売先、雇用など 



３ 添付資料 

（１）別添収支計画（報告）書 

（２）海外研修実施機関の概要  

（３）海外研修プログラムの内容が分かる資料 

（４）海外農業研修へ参加することがわかる書類(決定通知の写しなど)（交付申請時のみ） 

（５）支払がわかる書類(領収書等)（実績報告時） 

（６）その他参考となる資料 



 （別添） 

事業収支計画（精算）書 

 

 

 経費の配分 

                                                       

（単位：円） 

 

 

事業内容 

 

 

 

事業に要す

る(要した)

経費 

（Ａ＋Ｂ） 

 

 

負担区分 

 

 

経費の内訳 

 

 

 

補助金 

（Ａ） 

 

その他 

（Ｂ） 

 

 

海外農業研修 

 

 

   

 

 

 

〇〇〇円 

 

※前頁の計画

書の２具体的

な取組内容に

記載した使用

経費等の額 

 

 

△△△円 

 

※事業に要す

る経費の 1/2

または 60 万

円のいずれか

低い額 

 

 

◇◇◇円 

 

 

 

 

研修参加申込金 

300,000 円 

 

研修費(希望国名) 

  〇〇〇〇円 

 

※希望コースの研修費

の額 

 

 

 

合   計 

 

〇〇〇円 

 

△△△円 ◇◇◇円  

 

（注）１ 海外研修実施機関へ支払う経費（消費税を含む。）のみを計上して下さい。 

２ 「経費の内訳」欄には、事業に要する経費の内訳を記載して下さい。 

３ 必要に応じて経費の根拠となる資料を添付して下さい。 

 

※事業に要する(要した)経費には、JAEC へ支払う（支払った）経費であっても研修費に

含まれない経費は記載しないこと。 

 


